
平成 29 年 2 月吉日 

 

愛媛大学防災情報研究センター   

センター長 矢田部 龍一 

 

愛媛大学サテライトオフィス「ネパール地震復興デザインセンター」 

活動報告会～ネパールの防災計画支援に向けて～の開催について 

 

 2015 年 4月 25日にネパールで M7.8の地震が発生し、犠牲者9,000人、全壊家屋 75万棟、

世界文化遺産建造物の倒壊や道路損壊などの多大な被害が出ました。その損失額は国家経

済に 10 年間も影響を与えるほどのものです。 

本センターは、ネパールの防災教育研究面で世界をリードしてきています。ネパール地

震発生に際しては、皆様方からの寄付金をもとに、カトマンズに「愛媛大学サテライトオ

フィス・ネパール地震復興デザインセンター」をいち早く設置し、精力的に活動してきま

した。今回、この 2年間の活動について報告させていただき、皆様とともにネパールの地

震復興について考えてみたいと思います。 

なお、本報告会には、ネパールの地震復興のカギとなる防災法案策定の中心メンバーで

あるネパール国会議員 3名を迎えており、貴重な情報が提供される予定です。 

年度末のお忙しい折と存じますが、多数の方に参加いただければ幸いです。 

 

記 

主 催：愛媛大学防災情報研究センター   

日 時：平成 29 年 3 月 3日（金） 15:30～17:00 

場 所：愛媛大学社会連携推進機構 2階研修室 

定 員：50 名 

プログラム： 

15:30  「開会挨拶および地震復興デザインセンター設置について」 

                愛媛大学防災情報研究センター長 矢田部 龍一 

 

15:45  「愛媛大学サテライトオフィス・地震復興デザインセンター活動報告」 

             愛媛大学防災情報研究センター バンダリ ネトラ P. 

 

16:10  「2015 年ネパール地震災害と今後の地震防災計画に向けた国会における活動」 

ネパール国会・総務委員会委員長 Gharti
ガ ル テ ィ

 Dil
ディル

 Bahadur
バ ハ ド ゥ ル

 代議士 

 

16:25  「2010 年以来愛媛大学との連携を活かしたネパール政界と 

一般社会における私の防災活動」 

 ネパール国会・総務委員会委員、ヒマラヤ保全会会長 Gangalal
ガ ン ガ ラ ル

 Tuladhar
ト ゥ ラ ダ ル

 代議士 

 



16:40  「ネパールの主要各政党内における国家防災計画の構想」 

          ネパール国会・総務委員会委員 Santa
サ ン タ

 Kumar
ク マ ル

 Darai
ダ ラ イ

 代議士 

 

16:55  「閉会の挨拶」 

             愛媛大学防災情報研究センター・副センター長 二神 透 

 

参加申込み・お問合わせ： 

「ネパール地震復興デザインセンター活動報告会参加申し込み」と明記の上、所属、氏

名、連絡先（TEL、e-mail）を添えて、下記までメール又は FAX でお申し込みください。 

※締め切り 2月 27日（月） 

愛媛大学 社会連携支援部社会連携課 社会連携拠点チーム（塩出・泉） 

 Mail：kensien@stu.ehime-u.ac.jp ／ TEL：089-927-8974・FAX：089-927-8820 

  

（参加確認等の連絡は、いたしません。当日会場の受付にお越しください。なお、定員

に達した場合のみ、申込者に連絡をし、参加のお断りをさせていただきます。ご了承く

ださい。） 

 

※学内の駐車場は利用できません。公共交通機関を利用してください。 

※所在地：松山市文京町３番 愛媛大学社会連携推進機構 2階研修室  

（JR 松山駅前より市内電車環状線①、又は松山市駅より環状線②に乗車し、 

鉄砲町又は日赤前にて下車）  

 

 

社会連携推進機構 

2 階研修室 


